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開設記念シンポジウム

1東京大学総長 五神 真

「Society 5.0の実現に向けて
～社会変革を駆動する大学～」
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Society 5.0

誰もが活躍でき、様々な社会課題を解決できる、

日本ならではの持続可能でインクルーシブな経済社会システム（※）

第５期科学技術基本計画（2016年1月22日）で提唱

内閣府ウェブサイトより

（※）未来投資戦略２０１８（２０１８年６月１５日閣議決定）より
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World Economic Forum（世界経済フォーラム）

 1971年にクラウス・シュワブ教授（右写真）が設立

 年次総会2019 ： 1月22日～25日 於：スイス・ダボス

テーマ ： Globalization4.0: Shaping a Global Architecture
in the Age of the Fourth Industrial Revolution

World Economic Forum年次総会2019への参加

https://www.weforum.org/

信頼ある自由なデータ流通
DFFT（Data Free Flow with Trust）
のための体制を作り上げる

https://www.mofa.go.jp/

データ規制をめぐる議論マイクロソフト
ナデラCEO

アリババ
馬雲(Jack Ma)会長

https://www.weforum.org/ https://www.weforum.org/

安倍晋三 首相

技術はまだ初期ステージで、
規制で進歩を妨げるべきでない。
欧州の人々は心配しすぎ。

EUのGDPRはプライバシーを

人権として扱う第一歩。世界に
同種の規制を。
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知識集約型社会へのパラダイムシフトのイメージ

価
値
高
い

“モ ノ” “知・情報”
サービス
付加価値、
デザイン、

マーケット戦略
…

“知・情報”

サービスを
実現する

製品、部品、
素材…

“モ ノ”

主客の
転換

産業インフラ 道路、鉄道、港湾、送電網・・
高速情報ネットワーク、モバイル（5G）網、

衛星ネットワーク・・

Society 5.0
インクルーシブ

グロース
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インクルーシブ・グロースを支えるデータ駆動型社会

850以上の大学等を繋ぎ、全都
道府県を100Gbpsの超高速通信
速度でネットワーク化

⇒大学間の超高速ネットワーク
が知識集約型社会の基盤
インフラとなる

・臨場感ある遠隔教育

・最先端ICT技術の活用による
初等中等教育のインクルーシブ化

などにも活用可能

SINETと大学を
最大活用して

日本をインクルーシブに

データ科学スパコン

ストレージ

遠隔地
医院

SINETモバイル基盤

大学病院

地方病院

地方病院

地方病院

例：医療プラットフォーム
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ＳＩＮＥＴを活用するビジネスプランコンテストを実施
 ベンチャー企業、大学の研究者や学生、大企業など幅広い対象者に、

大学が関与するデータ＆データインフラを活用する事業構想を募集
 優れたビジネスプランについては、産学連携プロジェクトとして実現を推進し、

SINETの産学官民の共通インフラとしての活用を推進

SINETを活用したデータ駆動型ビジネス展開への期待

ＳＩＮＥＴの国際優位性を社会インフラとして活用する端緒に

大学、産業、金融、情報科
学等の有識者による審査

全国データ＆AI ビジネスコンペ

留学生、外国人研
究者、海外ﾍﾞﾝﾁｬｰ
からの提案も歓迎

データビジネス データインフラ
ご当地ﾃﾞｰﾀ

ｻｲｴﾝﾃｨｽﾄ発掘 etc.

全国の幹事機関・大学
 地域貢献データ活用プラン募集
 一次選考実施
 全国大会に向けたメンタリング実施
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地球と人類社会の未来に貢献する大学

• 地球と人類社会の未来に貢献する
「知の協創の世界拠点」の形成
を目指す
（指定国立大学（2017.6指定）の構想として公表）

• SDGsを最大限に活用し学内の
連関をプロジェクトを可視化

司令塔として総長直下に
「未来社会協創推進本部（FSI）」
を設置（2017年7月）
FSI: Future Society Initiative

未来ビジョン研究センターを中心に
具体的施策を実行

（2018年11月現在）

プロジェクトの
テーマの相互連関
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色分け
（黒）人文社会系
（青）学際領域
（赤）自然科学

東京大学スポーツ先端科学研究拠点 東京大学瀬川研究室

太陽電池

柏の葉アーバンデザインセンター

柏市での都市デザイン・
マネジメント

FSI登録プロジェクトの例：キーワード

スポーツサイエンス



トップアスリートとトップサイエンティストのコラボレーションで
健康長寿社会が求める学術の進化を加速

東京大学スポーツ先端科学研究拠点

多様な学術を基盤としたスポーツ・健康科学の分野横断研究

 アスリートの運動能力向上

 高齢者や障害者のQOL向上、バリアフリー社会化

 東京大学の16部局が参画

 連携協定：
日本スポーツ振興センター（JSC）、日本障がい者スポーツ協会（JPSA）
日本サッカー協会（JFA）、立命館大学スポーツ健康科学研究センター
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研究活動：スポーツサイエンス

（2016年5月設立）



国連

学内

国内

世界
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未来ビジョン研究センター
Institute for Future Initiatives

未来社会協創

I  nclusive
潜在的な課題を掘
り起こし、将来世
代を含む社会の構
成員を包摂する未
来社会像を提示

F undamental
個々の社会問題の
みならず、社会と
はどうあるべきか
といった本質的な
学術的な問いに取
り組む

I  nnovative
産官学民との協創
のプラットフォー
ムを構築し、超学
際的に取り組む
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人文系の知の重要性

人や人の心についての深い理解
（文化、言語、宗教、倫理・・・）

社会・経済の価値の
ベースは人の行動

人文系の知の蓄積が未来ビジョンの構築・共有に不可欠

人文知

より良い社会とは・・・
価値とは・・・

より良い未来社会
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